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　「神在月」、「日が沈む聖地」など、古の時代から、出雲は、特別な聖地として人々

の心に深く刻まれてきました。

　「出雲神話」から続く長い歴史において、生活様式が変化する中にあっても、出雲の

豊かな自然、伝統文化、人の温かさは、変わらず現代に生きる私たちに受け継がれて

います。

　先人から受け継いだ財産を守り、次世代にしっかりと引き継ぐため、今、出雲の

新たな物語「
い ず も し ん わ
出雲新話」が、以下の基本理念のもと、始まります。

いにしえ

　SDGs は、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「国際社会における 2030 年までの
開発目標」です。持続可能な世界を実現するための 17 の目標と 169 のターゲットで構成され、
「地球上の誰一人として取り残さない」ことを誓っています。
　出雲市では、こうした世界規模の目標を十分に踏まえ、総合振興計画の各政策、施策の推進
に取り組んでいきます。

誰もが誰もが

いつまでもいつまでもどこでもどこでも

基本理念

出雲市×SDGｓ
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出雲市総合振興計画「
い ず も し ん わ
出雲新話 2030」とは

（1）策定の目的・意義

（2）計画の構成

　出雲市総合振興計画は、まちづくりを進めるための基本的な方向を示す、本市の最上位の計画です。
　前出雲市総合振興計画　新たな出雲の國づくり計画「出雲未来図」では、まちづくりの将来像「げんき、
やさしさ、しあわせあふれる縁結びのまち出雲」の実現のために、6つの基本方策と 4つの戦略プロジェ
クトを掲げ、雇用創出や交流人口、定住人口の拡大等を重点的に取り組んできました。
　こうした取組により、定住人口 17万人を維持し、雇用創出 2,500 人の目標を達成するなど、市民の
約 9割が住みやすいと感じるまちとして発展してきました。
　一方、急速に進む少子高齢化や、社会情勢の急激な変化、頻発する大規模自然災害に対する安全安心
意識・気候変動による環境意識・人生 100 年時代における健康意識の高まりなど、価値観やライフ
スタイルが多様化し、本市を取り巻く環境も大きく変化しています。
　さらに、令和 2 年（2020）1 月以降、新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるい、市民生
活や経済・文化活動に多大な影響が生じる一方で、デジタル化の加速や、私達の生活様式にも大きな変
化をもたらしました。
　このような変化に柔軟に対応するために、人口減少問題に立ち向かう「出雲市まち・ひと・しごと
創生第２期総合戦略」や SDGｓ（持続可能な開発目標）の理念をふまえ、2030 年のめざすべき
将来の姿とそれを実現するための基本方策を示す、出雲市総合振興計画「出雲新話 2030」を策定
しました。

出雲市総合振興計画「出雲新話 2030」は、「基本構想」と「基本計画」で構成しています。

2030 年に向けた出雲市の
めざすべきまちづくりの
将来像を示します。

基本構想
まちづくりの将来像

基本構想で定めた 27のまち
づくりの施策について、
具体的な取組と目標値を
示します。

基本計画

※財政的には、中期財政計画及び毎年度予算において、別途対応します。

将来像を実現するため
の６つの基本方策

具体的な取組と
目標値

27のまちづくりの施策
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1 年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

R4年度
（2022）

基本構想（8年）

基本計画（3年） 基本計画（5年）

R5年度
（2023）

R6年度
（2024）

R7年度
（2025）

R8年度
（2026）

R9年度
（2027）

R10年度
（2028）

R11年度
（2029）

R12年度
（2030）

基本構想

基本計画

（3）計画期間

　基本計画については、施策ごとに PDCAサイクル（計画・実行・
評価・改善）による点検・評価検証を毎年度実施します。
　必要に応じて、施策内容や目標値を見直すことで、より効率的で
効果的な施策を実施します。

８年　令和４年度（2022）～令和 11年度 (2029)

出雲市の現状（社会情勢、市民満足度調査結果、課題、地域特性）をもとに、出雲市
のめざすべきまちづくりの将来像、その実現に向けた基本方策を示しています。
各基本方策に、チャレンジする目標を設定し、各種施策を推進します。加えて、目標
人口とエリア別将来像で構成しています。
総合振興計画と「出雲市まち・ひと・しごと創生第 2期総合戦略」は、人口減少を抑制し、
将来にわたり持続可能な出雲市を実現していく目的は、共通することから、「出雲市
まち・ひと・しごと創生第 2期総合戦略」と整合性を図ります。
議会の議決を経て策定します。

前期 3年（令和４年度～令和６年度）、後期 5年（令和７年度～令和１１年度）

時代の変化に対応するために、前期と後期に分け、各施策に目標値（重要業績評価指標・
KPI）を設定し、施策を推進します。
前期期間は、「出雲市まち・ひと・しごと創生第２期総合戦略」の計画期間の終期と合わせ、
3年（令和 4年度（2022）～令和 6年度（2024））とします。

〈 推進体制 〉

「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
と
は

出
雲
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
２
０
２
２

市
民
の
ニ
ー
ズ

出
雲
に
は
こ
ん
な
力
が
あ
り
ま
す
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出雲市を取り巻く社会情勢 2022
~私たちは今このような時代を生きています~

　全国的に、豪雨や地震などの自然災害、
高齢者や子どもの交通事故、特殊詐欺に
よる被害などが発生しており、安全かつ
安心して暮らせる社会づくりが求められて
います。

　少子高齢化と人口減少の進行により、社会
経済活動の担い手が減少し、社会保障の問題
や地域コミュニティの維持が困難になるなど
様々な影響が懸念されています。将来に
わたって活力ある地域社会を維持していく
ため、人口、経済、地域社会の課題に一体的
に取り組む必要があります。

　「誰一人取り残さない」社会の実現を
めざし、社会・経済・環境の調和を取り
ながら広範囲な課題に総合的に取り組む
ための１７の目標「ＳＤＧｓ」の推進が
求められています。

　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション・
デジタル技術による変革）の取組により、
行政のみならず、社会全体のデジタル基盤
整備・デジタル技術活用を進め、デジタル
サービスが広く浸透し、さらにそれらの
サービスが連動していくことで、様々な社会
課題を解決し、価値を創造していくことが
期待されます。

人口減少・少子高齢化

安全・安心意識の高まり

情報技術の進展

ＳＤＧｓの推進
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　地球温暖化をはじめとする地球規模で
の環境問題が深刻化し、国際的にも意識
が高まっています。脱炭素・循環型社会
の形成に向け、行政、企業及び市民が
それぞれ責任ある行動をとることが重要
になっています。

　人口減少や行政ニーズの多様化など、地域社会
における課題は複雑化かつ多様化しており、複雑
な地域課題の解決に当たっては、行政のみならず、
市民・地域活動団体・企業など様々な主体が協力
して取り組むことが重要になっています。

　人々の価値観やライフスタイルの多様化
が進んでおり、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）が実現した社会を構築
していくことが重要になっています。
　また、国籍、性別、性的指向、性自認、年齢、
障がいの有無などにかかわらず、市民一人
ひとりが活躍する社会の実現が求められて
います。

　新型コロナウイルス感染症は、社会全体に
大きな影響を与えました。ウィズコロナ、
アフターコロナの新しい生活様式に対応
できる新しい社会を築いていく必要があり
ます。

ウィズコロナへの対応

協働によるまちづくり

環境・エネルギー問題

価値観やライフスタイルの多様化

「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
と
は

出
雲
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
２
０
２
２

市
民
の
ニ
ー
ズ

出
雲
に
は
こ
ん
な
力
が
あ
り
ま
す

２
０
３
０
に
向
け
て
の1

1

の
課
題
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市民のニーズ

市民のニーズ（市民満足度調査の結果から）

高校生が思う今後のまちづくりに向けて重要だと思う取組

市職員若手ワーキンググループによる各種団体へのヒアリング結果

　令和３年度実施の市民満足度調査や高校生アンケートの結果などから、市民のニーズを以下のように整理
します。

　上位 10位は、以下のような結果となりました。

　上位 10位は、以下のような結果となりました。

事業承継問題には、
関係団体の連携が必要

教育機関での通訳対応
の強化が必要

県内出身者に県内で活躍
してもらうための支援

伝えたい情報を伝えたい人に
正しく伝えるための情報発信 各地域の特性を生かした

まちづくり
新たな公共交通の構築

高齢者が住み続けたい
まち
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　円滑な企業活動のためには
災害に強いまちと充実した道
路網が必要だね

　外国人が安心して暮らせる
環境が必要ですね

　デジタル技術を活用して行政
サービスを充実させてほしい

　免許返納しても外出し
やすい移動環境が必要だ

　安心して子育てができる
環境と支援がほしいです

日本語が苦手でも楽しく
勉強がしたいな

　登下校のときに使える
公共交通があればいいな

　地元に魅力的な働く場所
がたくさんあるといいな

　いじめや差別がなく、
楽しく勉強できる学校
生活を送りたいな

　若者が集える活気の
ある場所がいるよね

　高齢になっても安心
して住み続けたいわ

　中心市街地だけでなく、出雲
市全体が賑わってほしい

　災害時には迅速に
対応してもらいたい

　中山間地域での暮らしも
守らなければ

　デジタル化で様々なこと
をもっと便利に

　地球環境を守るため脱炭素
社会に向けて動こう

「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
と
は

出
雲
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
２
０
２
２

市
民
の
ニ
ー
ズ

出
雲
に
は
こ
ん
な
力
が
あ
り
ま
す
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社会情勢

市民ニーズ 課題

前総合振興計画の
施策の評価・検証
（詳細資料）

２０３０に
向 け て の
11の課題

人口減少・
少子高齢化対策

安全・安心な
まちづくり

脱炭素社会の実現

　大規模災害や感染症等に
対応する危機管理体制や、
防災・減災対策、地域防災力
の強化

　再生可能エネルギーの導入
促進や二酸化炭素排出削減に
向けた取組

　雇用創出、ＵＩターン施策
の取組、中山間地域対策
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デジタルファースト
の推進

子育て環境の充実

産業振興と
雇用環境改善

地域公共交通
ネットワークの充実

交流人口と関係人口
の増加

全ての人が暮らし
やすいまちづくり

教育の充実と
人材育成

都市基盤の整備・
都市機能の充実

　「市民サービス」「まちづくり」
「産業・観光」のデジタルファースト
に向けた取組

　結婚・出産・子育てまでの
切れ目のない支援と子育て
環境の充実

　新型コロナウイルス感染症
により落ち込んだ産業全般の
回復と雇用環境の改善のため
の対策強化

　市内のバスやＪＲ、一畑
電車の利用促進とサービス
改善、空港利用者の増加

　縁結びのまち出雲の観光資源
を活用した観光振興策の強化と、
市外に住んでいても出雲に
関わる人（関係人口）の創出に
向けた取組

　保健・医療・福祉の質の向上、
多文化共生の取組

　全ての年代の教育環境の
充実、創造性豊かな人材育成

　道路整備等による交通
環境整備と交通安全確保、
国土

きょうじんか
強靭化の推進

「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
と
は

出
雲
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
２
０
２
２

市
民
の
ニ
ー
ズ

出
雲
に
は
こ
ん
な
力
が
あ
り
ま
す
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出雲にはこんな力があります
（出雲の持つ力）

すべての産業から
生まれる活力

歴史・文化、
スポーツ、
豊かな自然
などの魅力

出雲ならではの
ブランド力
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人口減少に打ち克ち、
積極的にまちづくり
を皆で行う推進力

「
出
雲
新
話
２
０
３
０
」
と
は

出
雲
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
２
０
２
２

市
民
の
ニ
ー
ズ

出
雲
に
は
こ
ん
な
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が
あ
り
ま
す
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